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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2009 年 

  8 月 

 

181号 

ご 

挨 

拶 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 

林 

田 
 
 

武 

 

式

場

使

用

料

無

料 

そ
う
し
ん
ホ
ー
ル
青
梅 

 
 
 
 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

 
 
 

 
 
 

電
話 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

 
 
 

 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

太
平
洋
プ
レ
コ
ン
工
業
㈱
多
摩
支
店 

福
生
市
志
茂
一
五
四 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
八
六
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
一
四
二
一 

 
 
 

  
 
 

 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社 

明 

商 
 
 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

電
話 

 
 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

 
 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

野
口 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

 
 
 

電
話  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 砕
石
と
合
材
の
こ
と
な
ら
何
か
ら
何
ま
で 

株
式
会
社
昭
和
石
材
工
業
所 

青
梅
市
新
町
九
‐
一
九
九
八 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

有
限
会
社 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林 

廣
行 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

   

山 

留 

工 

事 

株
式
会
社 

タ 

ク 

ト 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業
株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
八
―
三
一
―
七
〇
〇
一 

 

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
販
売
店 

 
 

安 

藤 

物 

産 

株
式
会
社 

 
 
 
 

八
王
子
市
八
幡
町
八
‐
四 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
六
二
三
‐
六
一
一
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
二
六
‐
一
三
〇
一 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

 
 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

  

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

 
 
 
 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 
 

 
日 
建 

学 

院 
 

立 

川 

校 
立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

 

電
話 
〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 
 

     

  

   

残暑御見舞い申し上げます 

  

 
  

盛
夏
の
候
、
西
多
摩
建
設
業

協
同
組
合
の
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々 

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

過
日
行
わ
れ
ま
し
た
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
西
多
摩
選
挙
区
の
皆
さ
ま
か
ら
信
託
を
い
た
だ

き
都
政
の
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
恐
縮
す
る

と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
気
を
引
き
締
め
て
お
り
ま

す
。 私

は
羽
村
で
生
ま
れ
、
羽
村
で
育
ち
、
そ
し
て
あ
き

る
野
で
仕
事
の
場
を
得
て
き
ま
し
た
。
西
多
摩
を
こ
よ

な
く
愛
し
て
お
り
ま
す
。
「
西
多
摩
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
。
地
域
の
持
ち
味
出
し
合
っ
て
」
と
い
う
都
議
選
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
ん
な
私
の
思
い
を
言
葉
に
託
し
た

も
の
で
す
。
町
や
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
ま

す
。
歴
史
や
伝
統
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
完
結
し
た

自
治
体
と
し
て
の
適
正
な
規
模
も
あ
る
か
と
は
思
い

ま 

 

ご 

挨 

拶 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

島 
田 

幸 

成 

 

す
が
、
大
き
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を
活
か
し
、
手
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
連
携
し
て
こ
そ
、

西
多
摩
発
展
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
こ
の
西
多
摩
地
域
に
は
、
「
公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
」

「
青
梅
市
立
総
合
病
院
」
「
公
立
福
生
病
院
」
と
大
型
の
総
合
病
院
が
三

つ
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
欠
か
せ

な
い
医
療
機
関
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
診
療
科
目
に
よ
っ
て
は
、
医

師
不
足
等
で
人
材
が
集
ま
ら
な
い
科
目
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
三

つ
病
院
を
西
多
摩
全
域
の
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
“
ひ
と
つ
の

総
合
医
療
施
設
“
と
位
置
づ
け
、
医
師
を
派
遣
し
あ
っ
た
り
、
最
高
の
治

療
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
そ
れ
が
可
能
な
病
院
に
患
者
を
転
院
さ
せ

る
な
ど
相
互
支
援
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
の
課
題
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
知
恵
を
出
し

合
え
ば
不
可
能
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

「
一
〇
〇
年
に
一
度
」
と
も
言
わ
れ
る
経
済
情
勢
の
な
か
で
、
ま
た
官

公
需
の
減
少
と
い
う
中
小
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
仲
間
の
な
か
で
も
、
銀
行
等
か
ら
の
融
資 

 
 

 
 
 

 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

 一
体
都
政
の
何
が
分
か
っ
て
い
る
の
か
、
選
挙
区 

内
の
事
情
も
何
も
分
か
っ
て
な
い
、
知
識
も
な
い 

の
に
た
だ
国
政
の
政
権
交
代
と
い
う
風
潮
だ
け
で
、 

都
議
会
を
ま
っ
た
く
違
っ
た
方
向
へ
持
っ
て
い
っ 

た
都
民
の
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
国
民
に
自
己
主
義
、

エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
蔓
延
し
、
政
治
家
が
大
衆
迎
合
、
ポ
ピ
リ
ズ
ム

に
走
る
。
日
本
の
将
来
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

私
は
今
回
の
選
挙
で
「
西
多
摩
を
東
京
一
の
環
境
都
市
に
」

と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
西
多
摩
市
町
村
の
行
政
課
題
を

一
つ
で
も
多
く
都
政
へ
反
映
さ
せ
、
課
題
の
促
進
、
実
現
の
た

め
に
努
力
す
る
と
約
束
い
た
し
ま
し
た
。
同
時
に
西
多
摩
の
都

市
基
盤
整
備
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
。
そ
し
て
都
政
と
西
多

摩
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
各
市
町
村
へ
の
財
政
支
援
に
力

を
入
れ
、
西
多
摩
の
発
展
、
振
興
の
た
め
に
頑
張
る
所
存
で
す
。 

 

西
建
協
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
西
建
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

何
か
と
お
世
話
に
な
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

七
月
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
東
京
都
議
会
議

員
選
挙
で
は
西
建
協
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
、
お
蔭
様
で
三
回
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

し
か
し
今
回
の
都
議
会
選
挙
を
振
り
返
る
と
、
自

民
党
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

四
十
八
議
席
が
三
十
八
議
席
と
減
っ
た
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
都
議
会
自
民
党
に
と
っ
て
掛
け
替
え

の
無
い
野
村
都
議
、
内
田
都
連
幹
事
長
、
高
島
幹
事

長
、
鈴
木
総
務
会
長
な
ど
同
志
、
先
輩
が
惜
敗
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
コ

ミ
が
国
政
選
挙
の
前
哨
戦
だ
、
政
権
交
代
を
占
う
選

挙
だ
と
騒
ぎ
立
て
、
自
民
党
は
駄
目
、
民
主
党
な
ら

何
で
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
視
点
で
報
道
す
る
。 

 

〈日建学院立川〉 

認定校・青梅校 

◎２級建築施工管理技士 

対策講座９月３日開講 
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イ
リ
ソ
ウ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

入 

山 

宗 

弘 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
栄
町
三
‐
一
‐
二
二 

六
〇
二 

電
話 

〇
四
八
‐
四
六
五
‐
〇
二
四
三 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
‐
四
六
五
‐
〇
二
四
三  

株
式
会
社
エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 
 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中
村 

常
一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

電
話 

〇
四
二
―
五
五
八
―
〇
〇
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
―
五
五
八
―
〇
〇
四
五 

 

有
限
会
社 

師 

岡 

建 

材 

代
表
取
締
役 

師
岡 

学 
 

奥
多
摩
町
大
丹
波
七
二
六 

電
話 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
二
七
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
一
四
二
二 

 

株
式
会
社 

東 

リ 

ー 

ス 

あ
き
る
野
営
業
所
長 

鈴
木 

雅
人 

あ
き
る
野
市
下
代
継
二
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
四
二
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
五
一
〇
五 

 

防 

水 

工 

事 

業 

有
限
会
社 

梶  

浦  

工  

業 

東
大
和
市
清
水
二
‐
八
一
八
‐
一
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
六
五
‐
六
八
九
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
六
五
‐
六
八
三
五 

                                         

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

保
安
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
販
売 

株
式
会
社 

標 

識 

一 

番 
 
 
 

 
 

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
一
‐
八
‐
六 

 
 
 

 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
四
一 

 
 
 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
五
一 

 
 

有
限
会
社
ナ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

中
川 

克
己 

埼
玉
県
入
間
市
寺
竹
五
三
九
‐
八 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
三
二
二
六 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
一
九
九
八 

 

ク
レ
ー
ン
リ
ー
ス 

有
限
会
社 

新 

富 

重 

機 

羽
村
市
栄
町
二
‐
七
‐
一
七 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
八
一
〇 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
二
六
六
〇 

 

富 

岳 

物 

産 

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

小
山 

智
禎 

昭
島
市
郷
地
町
三
‐
一
‐
一
二 

ワ
ロ
ム
ビ
ル 

 

 
 
 
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
〇
〇
‐
二
四
五
一 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
四
‐
一
六
二
一 

 

セ
カ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

清 

水 
 
 

守 

羽
村
市
小
作
台
五
‐
六
‐
十
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
三 

 
㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 
 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

 
 
 
 

電
話 
〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

  

  

 

  

 ７ 月 事 業 報 告  

１日 東京都建設局との三多摩建設業連合会意 

交換会 理事長他３名出席 

２日 安全週間現場パトロール実施 西多摩分会 

７日 若手経営者の会役員会 

９日 あきる野地区委員会 

１０日 広報委員会１８０号編集発行 

１３日 総務委員会 

１６日 理事会 

１７日 事業委員会 

３１日 経営講習会 開催  

３１日 総務委員会 

 ８ 月 事 業 計 画  

５日 若手経営者の会役員会 

６日 あきる野地区委員会 

６日 災害対策特別委員会 

７日 広報委員会１８1 号編集発行 

 《１２日（水）から１４日（金）建設会館休館》 

２０日 理事会 

２６日 若手経営者の会  

 都内エコタウン施設見学・日帰り研修 

 

 

残 暑 御 見 舞 い 申 し 上 げ ま す  

《道路啓開協定業者の自主的出動・ 

緊急巡回訓練実施のご案内》 
毎年防災の日に道路啓開作業の協定に基づく道

路巡回訓練を全組合員の参加をもっておこなって

いる。広い西多摩地域の全域をわずか２時間ほど

のうちに巡回し点検を終了している。災害を極力

少なくするための研究、災害が発生した時の緊急

道路啓開作業の対応をスムーズに実践し初期の目

的が達成出来る様、訓練等を実施し各協定業者の

意識の向上を計るにより、昨年同様緊急巡回訓練

を実施し、協定を有効に活かすための訓練をいた

します。  

９月１日実施 （詳細は別途連絡） 

     西建協・災害対策特別委員会 

 

が
受
け
ら
れ
な
く
て
、
業
が
成
り
立
た
な
く
な

っ
た
り
、
や
む
を
得
な
く
リ
ス
ト
ラ
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
企
業
も
一
つ
や
二
つ
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
都
議
選
で
、「
地
場

産
業
の
振
興
と
中
小
企
業
支
援
策
を
充
実
さ
せ

る
」
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
転
資
金
な
ど
公
的
融
資
の
拡
充
も
是
非
と
も

実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

西
多
摩
地
域
に
は
都
民
の
心
を
癒
す
水
と
緑

が
豊
富
に
あ
り
、
公
共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ

れ
ば
大
い
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

福
生
、
羽
村
、
あ
き
る
野
三
市
、
瑞
穂
、
日
の

出
、
奥
多
摩
の
三
町
、
そ
し
て
檜
原
村
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
い
に
主
張
し
て
、
そ
の
上

で
、
手
を
繋
げ
る
と
こ
ろ
は
連
携
し
な
が
ら
西

多
摩
全
域
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
私
は
、「
都
政
一
新
！
」
の
初
心
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
都
政
改
革
に
精
進
す
る
と
と
も
に
、

西
多
摩
の
皆
さ
ま
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、

西
多
摩
と
東
京
都
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

働
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
組
合
・

組
合
員
企
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念

申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

東
京
都
議
会
議
員 

島
田
幸
成 

 

 写真が語る西多摩（今昔） 

   

 ◇ 南氷川商店街 国道４１１号（青梅街道）  

    この商店街は、歴史ある奥多摩唯一の商店街であり。寛文（1668）

には、今の氷川宿の中心地である「南」には、わずか１５戸の人家

があったにすぎなかった。その後、世の進展につれて各種商店が軒

を並べるようになった。 
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